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大企業優先 高橋はるみ道政 

 

公共事業 

全国市民オンブズマン連絡会議による 2005年度の道が発注する公共事業の平均落札率（入札予定

価格に対する落札額の比率）は 94.7%（2003年は 97%、2004年は 96.7%）[2]で宮崎県、熊本県に

次いで全国ワースト 3位の位置付けとなっている。 

また、同調査での談合疑惑度を示す落札率分布(2005年)では、"落札率 95%以上"の割合がワース

ト 2位の鹿児島県の 76.3%を大幅に上回り、84.3%で北海道がワースト 1位となっており、高橋知

事の道政下で談合が広く行われていることを強く示唆している。 

また、この調査では談合により失われたと推定される道予算は全国二位の東京都（179億）を圧

倒的に上回る全国ワースト 1位の約 300億円と推定されている。 

このように、就任以前から少なくとも何らかの形で政治的に建設業界との間に非常に密接な関わ

りがあるとの批判があったことと、異常な平均落札率をめぐって、2007年 1月 24日付読売新聞

がこれらの疑惑について『建設業界などからの選挙支援について、資金面のほか、運動員や事務

所の提供、推薦状を受けた経験』を尋ねるアンケートにより取材を試みたが回答を拒否してい

る。 

 

観光産業政策 

選挙公約では「観光に強い北海道」を訴え様々な観光産業振興を提案していたが、従来展開して

いた施策を超える目だった施策は無く、北海道資本の企業数・資本総数は下落し続け、道内資本

の従業員待遇は悪化。観光産業分野における実績は上がらなかった。 

2015年 3月 17日北海道資本の宿泊施設ホテルパコが本州資本のホテルに利益を食われるかたち

で経営悪化し、民事再生法の適用を申請する(負債総額約 99億円)など、高橋はるみ道政の観光政

策は失敗した。[3][4] 
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原子力政策 

2009年 3月に北海道知事として泊原子力発電所（泊原発）3号機でのプルサーマル発電を事前了

解した[5]。また 2011年 8月 17日には、調整運転を続けていた泊原発 3号機の営業運転への移行

を容認している[6]。 

 

財政運営 

2007年から 2年間、北海道職員の給料を時限的に 10%削減した。これは職員組合の間では 2年限

りの申し合わせ事項であったが、財政状況に改善が見られないこと等により、2007年 11月 5日

に、2008年度からも 4年間全職員の給料を一律 9%カットする方針を表明し反故とされている。 

一方で、危うい道財政の状況で、一回目の任期満了後に多額の退職金を受け取っており、非難の

対象となっている。新党大地の鈴木宗男は「任期が終わると退職金を持って北海道から去る人」

と厳しく批判している[1][2]。  

                       

 

支庁再編 

2008年 6月 27日の道議会において「北海道総合振興局設置条例」を可決採択。これにより現行

の道内の 14支庁を廃止し 9箇所の総合振興局と 5箇所の地域振興局を設置する事となった。 

札幌市長の執務室。４年の在籍で 

３５００万円を超える退職金が支給される 

なお、北海道新聞の調査によると道知事の退

職金は 3576万 9600円となっている[3]。 

高すぎない！？退職金 今春改選の知事、道

央１２市長（北海道新聞） 

４年務めて１２００－３５００万円 
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しかし、振興局に降格される支庁の町村など、地方の反発が大きいなどの理由により、与党が再

編実施に必要な公職選挙法の改正は見送ったため、2009年 4月実施が不可能となり、当分の間凍

結されることになった。 

 

道警裏金問題への対応 

2003年 11月 23日、北海道警察旭川中央署の捜査用報酬費の不正流用疑惑（北海道警裏金事件）

がマスコミ報道で浮上した。また、元・道警職員が 2005年 7月に道監査の対象となった四費目以

外でも裏金があったことをうかがわせる「裏帳簿」を道に提出していた問題で、高橋知事は 2005

年 8月 5日の記者会見で「資料は十五年前のものであり、公的文書で確認することは不可能だ」

と述べ、再調査を行わない考えを示した。 

知事は元・道警職員が資料提出したことについて「私的流用があるというのは口頭の話であっ

て、裏付ける証拠はお持ちでなかった。書類が残っている期間でないと何もできない」と述べる

など、改めて裏金調査に消極的な姿勢を示した。この知事の消極的姿勢に対して、道警裏金問題

を追及していた市川守弘弁護士は「裏付け資料の有る無しにかかわらず、疑わしきものがある以

上、知事は再調査をすべきだ」と厳しい批判を行っている[7]。 

 

（出典）ウィキペディア『高橋はるみ』 

高橋 はるみ（1954年 1月 6日－）は、日本の政治家。現在、北海道知事。旧姓新田。富山県富

山市出身。2003年、自民党の支援を受けて北海道知事に立候補して当選。富山県立富山中部高等

学校、一橋大学経済学部卒業。祖父は富山県知事を 2期 8年務めた高辻武邦。父は日本海ガス社

長・インテック創業者新田嗣治朗。弟に日本海ガス社長・元日本青年会議所会頭の新田八朗。 

 

（NAVERまとめ）「任期終われば北海道去る」高橋はるみ北海道知事とは何者か 

最初は…高橋はるみ知事の後援会「萌春会」に触発され、私も「はるみに萌え」てみました…と

書いたが、もうそんな気分でもない。怒りと不信のツイートを追加！ 
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